
「安全帯」の名称及び構造の変更について

法令の改正に伴い、「安全帯」の名称が 「墜落制止用器具」に変更となります

但し、高さ6.75M以下は従来の「胴ベルト型」も使用できますが腹部に負担を

かけない「ショックアブソーバ機能」を内蔵していることが条件となります

製造メーカーもすでに従来型の製造は完了しており、現在 安全対策として

安全帯BOXに収納されている安全帯も本年度年末頃には新型の「墜落制止用

器具」に変更させていただきます

(  ※安全帯BOXはオプションです )


